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新レーザー光源の開発と分子科学への応用
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　本研究グループでは、新レーザー光源の開発とそ
の新しい応用の開拓を研究テーマとしている。1916
年に誘導放出がEinstein により提唱され、1954年に
Townes がアンモニアでメーザーを実現し、1960 年
にMaiman がルビーレーザーの発振を成功してすで
に40年近くがすぎている。
その間に、核融合研究用の
大出力レーザーから光通
信用の半導体レーザーま
で様々なレーザーが開発
され、その性能や装置ある
いは部品としての利便性
は日々めざましく進歩し
ている。
　理学応用を考える上で
のレーザー光の特徴は、時
間、波長（エネルギー）、空
間領域でのコヒーレンス
を高精度に制御できる光
である点にあり、言い換え
ればレーザーを上手にデ
ザインすれば、数多くの光
子を非常に限られた空間、
時間、波長（エネルギー）
に集中する事が出来る。こ
の特徴を分光学に生かせ
ば、フェムト秒領域での物
質の過渡的な振る舞いの
観測や、ミリエレクトロン

ボルト未満の高い分解能での物質のエネルギー構造
の観測なども可能となる。すなわち、レーザーによ
り時間あるいはエネルギー領域での顕微鏡を作るこ
とが出来るわけである。より優れたあるいは全く新
しいレーザーをこの様な研究に用いることにより、
今まで誰も手にしたことのない知見をかちえること
が期待される。
　より具体的には、近赤外領域のチタンサファイア
レーザーの様にエレガントで新しい固体レーザー媒
質などを用いた全固体紫外波長可変レーザーや遠赤
外超短パルスレーザーの開発とその分子科学への応
用を手がける予定でいる。
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